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1

豊
か
な
く
ら
し
と
安
曇
野
の
未
来
を

豊
か
な
く
ら
し
と
安
曇
野
の
未
来
を

協
同
の
力
で
拓
く
一
年
に

協
同
の
力
で
拓
く
一
年
に

代
表
理
事
組
合
長

　
宮
　
澤
　
　
清

代
表
理
事

専
務
理
事	

内
　
田
　
信
　
一

常
務
理
事	

相
　
馬
　
和
揮
衛

常
務
理
事	

降
　
籏
　
功
　
一

理
　
　
事	

飯
　
沼
　
正
　
明

理
　
　
事	

武
　
井
　
重
　
夫

理
　
　
事	

青
　
栁
　
　
　
治

理
　
　
事	

齋
　
藤
　
静
　
子

理
　
　
事	

西
　
山
　
直
　
美

理
　
　
事	

平
　
林
　
玲
　
子

理
　
　
事	

丸
　
山
　
隆
　
也

理
　
　
事	

細
　
萱
　
　
　
伸

理
　
　
事	

下
　
里
　
英
　
文

理
　
　
事	

中
　
島
　
康
　
尊

理
　
　
事	

丸
　
山
　
明
貴
子

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
令
和
8
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
当
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
我
が
国
の
農
政
は
ま
さ
に
歴
史
的
な
転
換
点
と
も
言
え
る
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
改
正
基
本

法
の
も
と
、
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が
始
動
し
、
政
府
は
昨
年
か
ら
の
5
年
間
を
、
日
本

農
業
の
未
来
を
決
定
づ
け
る
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
政
府
に
よ
る
農
政
改
革

が
本
格
化
す
る
中
、
本
年
、
私
た
ち
Ｊ
Ａ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
現
場
で
の
確
実
な

「
実
践
」
に
移
す
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
、
国
・
県
や
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
曇
野
の
農
業
実
態
や
地
域

特
性
に
即
し
た
予
算
・
施
策
を
最
大
限
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
担
い
手
の
皆
様
が
、
将
来
に
わ

た
り
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
強
靭
な
営
農
基
盤
の
確
立
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
昨
年
は
、
米
の
需
給
逼
迫
や
急
激
な
価
格
変
動
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
私
た
ち
生
産
者

の
み
な
ら
ず
、
国
民
全
体
で
「
食
料
は
無
限
で
は
な
い
」
と
い
う
危
機
感
が
共
有
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
依
然

と
し
て
肥
料
や
飼
料
、
燃
料
な
ど
の
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
が
続
く
中
、
こ
の
地
域
で
農
業
を
持
続
可
能

な
産
業
と
し
て
残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
コ
ス
ト
に
見
合
っ
た
「
適
正
な
価
格
形
成
」
へ
の
理
解
と
実
現

が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
消
費
者
の
皆
様
に
、
安
曇
野
の
農
畜
産
物
の
「
価
値
」
と
、
そ
の
背
景
に

あ
る
「
生
産
の
過
程
」
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
、
農
業
者
へ
の
最
大
の
応
援
と
な
り
ま
す
。

本
年
も
「
国
消
国
産
」
運
動
を
活
動
の
軸
に
据
え
、
直
売
所
「
ハ
イ
ジ
の
里
」
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、「
安
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理
　
　
事	

降
　
旗
　
賢
　
司

理
　
　
事	

小
　
林
　
俊
　
夫

理
　
　
事	

二
　
村
　
豊
　
彦

理
　
　
事	

福
　
嶋
　
栄
　
雄

理
　
　
事	

二
　
村
　
　
　
恵

理
　
　
事	

奥
　
原
　
一
　
郎

理
　
　
事	

南
　
　
　
大
　
和

理
　
　
事	

中
　
嶋
　
篤
　
美

代
表
監
事	

大
　
向
　
弘
　
明

常
勤
監
事	

河
　
上
　
芳
　
正

監
　
　
事	

横
　
山
　
　
　
甲

監
　
　
事	

内
　
田
　
正
　
俊

員
外
監
事	

中
　
村
　
一
　
雄

ほ
か
職
員
一
同

曇
野
で
作
ら
れ
た
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
、
安
曇
野
の
美
し
い
原
風
景
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
る

こ
と
に
繋
が
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
く
、
力
強
く
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
安
曇
野
の
農
業
と
暮
ら
し
を
語
る
上
で
、
女
性
の
皆
様
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
々
の
営
農
現

場
で
の
ご
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
次
世
代
へ
の
食
育
活
動
や
直
売
所
で
の
魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
に
見
ら

れ
る
知
恵
と
工
夫
な
ど
、
常
に
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
「
し
な
や
か
で
温
か
い
発
想
」
は
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
の
価
値
を
高
め
る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
農
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
性
別
や
世
代
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
そ
の
能
力
と
個
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
「
多
様
な
参
画
」

が
不
可
欠
で
す
。 
女
性
部
の
活
動
を
は
じ
め
、
女
性
の
皆
様
が
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
、
Ｊ
Ａ
組
織
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
次
世
代
が
「
こ
こ
で
農
業
を
し
た
い
」

と
希
望
を
持
て
る
安
曇
野
の
未
来
に
繋
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
、
特
に
近
年
の
猛
暑
は
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、

高
温
障
害
に
強
い
品
種
へ
の
転
換
支
援
や
、
ド
ロ
ー
ン
や
デ
ー
タ
活
用
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
導
入
、
さ

ら
に
は
総
合
事
業
の
強
み
を
生
か
し
た
金
融
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た
担
い
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、

現
場
の
「
困
っ
た
」
に
即
応
す
る
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。
困
難
な
課
題
に
直
面
し
た
時
こ
そ
、
組
合
員
の

皆
様
と
Ｊ
Ａ
が
互
い
に
手
を
携
え
、
共
に
知
恵
を
出
し
合
う
「
協
同
の
力
」
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
こ
の
難
局

を
切
り
拓
い
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
曇
野
の
魅
力
の
原
点
は
農
業
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
地
域
で
あ
り
続
け
る

た
め
の
絶
対
条
件
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
長
期
構
想
で
描
い
た
10
年
後
の
「
め
ざ
す
姿
」

に
あ
る
と
お
り
、
「
安
曇
野
の
原
風
景
の
中
で
の
人
の
営
み
が
安
曇
野
の
価
値
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
、
今
一

度
深
く
胸
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
美
し
い
景
観
は
単
な
る
自
然
で
は
な
く
、
人
の
手
が
入
る
こ
と
で

守
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
姿
を
絶
や
す
こ
と
な
く
次
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
安
曇
野
の
美
し
い
田
園
風
景
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
、
今
を
生
き

る
組
合
員
の
皆
様
の
懸
命
な
営
農
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
を
次
世
代
へ
確

実
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
私
た
ち
役
職
員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
「
自
己
改
革
」
と
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
丁
寧
な
「
対

話
」
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
本
年
が
、
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
様
に
と
っ
て
、
実
り
多
く
、
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

テ
ー
マ
:
春
か
ら
の
作
業
に
向
け
て

今
年
一
年
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
さ

せ
て
頂
き
ま
す
西
牧
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
高
温
旱
魃
の
影
響
が

顕
著
な
一
年
で
、
雨
不
足
に
よ
る
肥
大

へ
の
影
響
、
果
実
の
日
焼
け
、
害
虫
発

生
時
期
の
前
倒
し
と
長
期
化
な
ど
、
果

実
生
産
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。以

前
は
「
異
常
気
象
」
だ
っ
た
天
気

が
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
や
準
備
を

計
画
的
に
進
め
て
、
安
定
生
産
・
高
品

質
生
産
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
整
枝
剪
定
作
業

整
枝
剪
定
は
樹
の
作
業
性
や
防
除
効

率
、
果
実
の
品
質
や
収
量
に
影
響
す
る

重
要
な
作
業
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し

て
作
業
を
進
め
て
下
さ
い
。

①
ま
ず
は
樹
全
体
を
観
察
し
、
極
端
に

太
か
っ
た
り
作
業
の
妨
げ
に
な
る
枝

を
確
認
す
る
。

②
混
み
あ
っ
た
枝
は
、
湿
気
が
こ
も
っ

て
病
気
が
出
易
く
な
っ
た
り
害
虫
の

隠
れ
場
所
に
な
る
。
防
除
と
日
光
が

満
遍
な
く
届
く
枝
配
置
を
意
識
し
、

切
除
と
誘
引
ど
ち
ら
で
解
消
す
る
か

枝
ぶ
り
や
ス
ペ
ー
ス
を
見
て
判
断
す

る
。

③
切
り
口
に
塗
る
薬
剤
は
、
対
象
の
果

樹
に
登
録
が
あ
る
も
の
を
使
用
す

る
。

④
平
棚
栽
培
の
ぶ
ど
う
や
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
は
、
剪
定
を
し
な
い
ま
ま
雪
が

降
る
と
棚
上
に
積
も
っ
て
棚
が
潰
れ

る
恐
れ
が
あ
る
為
、
雪
が
降
る
前
に

粗
剪
定
を
実
施
す
る
。

⑤
核
果
類
（
大
き
な
種
が
一
つ
だ
け
有

る
桃
や
プ
ル
ー
ン
な
ど
）
は
他
の
果

樹
と
比
べ
て
枝
の
切
り
口
が
ふ
さ
が

り
辛
い
為
、
太
い
枝
は
春
先
に
切
る

の
が
望
ま
し
い
。

　

同
じ
枝
振
り
の
樹
で
も
、
作
業
者
の

身
長
や
体
格
に
よ
っ
て
作
業
効
率
が
異

な
り
ま
す
。
整
枝
剪
定
の
際
は
、
普
段

一
緒
に
作
業
さ
れ
る
方
の
意
見
も
参
考

に
し
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
主
任　

西
牧　

雅
史
）

果
実

　

昨
年
も
、
高
温
障
害
に
悩
ま
さ
れ
た

年
で
し
た
。
高
温
障
害
の
症
状
と
対
策

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
⽩
未
熟
粒（
乳
白
粒
・
腹
白
粒
な
ど
）

高
温
に
な
る
と
⽩
濁
す
る
要
因

・
登
熟
中
に
気
温
が
⾼
い
と
穂
へ
の
糖

類
の
転
流
が
阻
害
さ
れ
、
デ
ン
プ
ン
の

集
約
が
う
ま
く
い
か
ず
発
生
す
る
。
特

に
出
穂
後
20
日
間
の
日
平
均
気
温
の
平

均
が
26
℃
以
上
で
多
発
す
る

●
胴
割
粒

【
胴
割
粒
の
症
状
】　

・
横
一
条
の
⻲
裂
、
縦
に
⻲
裂
が
⼊
っ

て
い
る
・
⻲
甲
型
に
⻲
裂
が
⼊
っ
て
い

る
な
ど

【
胴
割
粒
の
影
響
】

・
精
⽶
時
に
砕
⽶
と
な
り
、
精
⽶
歩
留

り
が
低
下
・
炊
飯
時
に
粒
が
く
ず
れ
、

食
味
低
下
の
原
因
と
な
る
。

【
胴
割
粒
の
発
⽣
条
件
】

・
出
穂
後
10
日
間
の
日
最
⾼
気
温
の
平

均
が
30
℃
以
上
で
多
発
す
る

 

●
玄
⽶
の
充
実
不
⾜

【
充
実
不
⾜
の
症
状
】

・
縦
溝
が
深
い
・
粒
厚
が
薄
く
、
偏
平

（
や
せ
⽶
）・
玄
⽶
表
面
が
飴
色
で
ヌ
カ

層
が
厚
い
な
ど

【
充
実
不
⾜
の
影
響
】

・
減
収
（
千
粒
重
が
⼩
さ
い
）・
精
⽶

歩
留
ま
り
が
悪
く
な
る
・
縦
溝
が
深
い
・

粒
厚
が
薄
く
、
偏
平
（
や
せ
⽶
）
に
な

る【充
実
不
足
の
発
生
条
件
】

・
出
穂
後
20
日
～
成
熟
期
に
強
風
が
吹

き
水
分
ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
発
生
し
や

す
い

対
策
に
つ
い
て

・
高
温
時
の
水
管
理
（
出
穂
期
以
降
）

水
利
条
件
が
よ
い
場
合
は
、
出
穂
期
以

降
10
～
14
日
間
程
度
の
か
け
流
し
が
胴

割
粒
、
白
未
熟
粒
の
低
減
に
有
効
で
す
。

水
利
条
件
が
悪
い
場
合
で
も
、
極
力
、

土
壌
の
湿
潤
状
態
を
保
つ
よ
う
に
努
め

る
。

（
例
：
浅
く
湛
水
に
し
、
足
跡
な
ど
に

水
が
残
る
程
度
に
な
っ
た
ら
入
水
し
浅

い
湛
水
状
態
に
す
る
の
を
繰
り
返
す
）

・
ケ
イ
酸
資
材
の
施
用

稲
体
を
強
く
し
、
根
張
り
を
よ
く
す
る

こ
と
で
養
水
分
の
吸
収
や
光
合
成
を
促

し
高
温
障
害
軽
減
に
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
相
談
等
あ
り
ま
し
た
ら
各

地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
地
区
指
導

員
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※
写
真
は
長
野
県
農
業
試
験
場
よ
り
引
用

（
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
係
長　

下
田　

裕
貴
）

水
稲

整粒胴割粒

乳白粒

腹白粒

背白粒

心白粒
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営農メモあづみ野豊穣

（
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

古
川　

翔
大
）

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

　
　

栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
苗
の
注
文
は
1
ト
レ
イ
１
０
０
本
保

障
と
し
て
１
ト
レ
イ
単
位
で
取
り
ま

と
め
を
農
家
組
合
回
覧
で
行
っ
て
い

ま
す
。

・
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、生
産
者
も

重
労
働
・
細
か
い
作
業
が
よ
り
困
難

に
な
る
中
で
、Ｊ
Ａ
と
し
て
軽
作
業
で

長
期
安
定
生
産
・
販
売
が
見
込
め
る

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
、既
存
の
水
稲
と
の

複
合
に
よ
る
経
営
を
推
奨
し
ま
す
。

・
特
に
病
気
（
茎
枯
れ
病
、斑
点
病
等
）

対
策
と
し
て
ハ
ウ
ス
栽
培
（
雨
よ
け
）

を
お
薦
め
し
ま
す
！

・
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
管
内
で
は
、こ
れ
ま
で

主
に
水
稲
栽
培
を
中
心
に
農
地
が
活

用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、現
在
も

稲
作
へ
の
依
存
度
が
高
く
、野
菜
品

目
の
導
入
と
定
着
は
遅
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、農
業
所
得
の
向
上
に

は
、高
収
益
作
物
へ
の
転
換
が
不
可

欠
で
す
。

　
　

こ
の
状
況
を
受
け
、当
Ｊ
Ａ
で
は

市
場
だ
け
で
な
く
学
校
給
食
や
直
売

所
で
も
需
要
が
高
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

３
．
収
入
目
標 

 

（
３
年
目
以
降　

露
地
栽
培
10
ａ
当
た

り
モ
デ
ル
値
）

※
２
年
目
か
ら
出
荷
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
3
～
4
年
目
以
降
に
は

１
０
０
０
０
束
収
穫
し
て
い
る
生
産

者
も
い
ま
す
。

４
．
定
植
苗
の
斡
旋

・
３
月
中
旬
に
播
種
し
、
10
～
15
㎝
位

に
な
っ
た
苗
を
、
６
月
上
旬
に
配
苗

予
定
で
す
。（
配
苗
は
日
程
が
決
ま

り
次
第
ご
通
知
い
た
し
ま
す
）

・
注
文
単
位　
　
　
　

１
ト
レ
イ
単
位

・
１
ト
レ
イ
本
数　
　

１
０
０
本
補
償

　
（
１
２
８
穴
ト
レ
イ
播
き
）

・
10
ａ
当
た
り
苗
量　

　
【
雨
よ
け
栽
培
の
基
本
】

　

畝
幅
１
８
０
㎝
株
間
30
㎝

　

1a
あ
た
り
株
数　

１
８
５
株

　
【
春
採
り
の
み
の
基
本
】

　

畝
幅
１
５
０
㎝
株
間
30
㎝

　

1a
あ
た
り
株
数　

２
２
２
株

　
【
春
夏
秋
採
り
の
基
本
】

　

畝
幅
１
８
０
㎝
株
間
30
㎝

　

1a
あ
た
り
株
数　

１
８
５
株

※
右
記
は
あ
く
ま
で
参
考
で
す
。
苗
の

に
注
目
し
、令
和
5
年
度
に
「
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
産
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。近
年
の
国

内
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
市
況
も
安

定
し
て
お
り
、軽
量
品
目
で
あ
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
を
雨
よ
け
施
設

で
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
で
計
画
的
な

販
売
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
に
よ
り
、地
域
農
業
の
活
性

化
と
持
続
的
な
農
業
所
得
の
向
上
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
お
勧
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
安
定
し
た
価
格
で
市
場
取
引
さ
れ
て

ま
す
。
直
売
で
の
需
要

が
高
い
で
す
。

・
露
地
で
栽
培
で
き
永
年

性
作
物
で
す
。
10
年
以

上
栽
培
を
目
標
に
し
、

毎
年
の
転
作
品
目
選
定

に
悩
み
ま
せ
ん
。

・
一
番
大
変
な
選
別
・
束

造
り
作
業
が
委
託
で
き

ま
す　

→　

Ｊ
Ａ
で
共

選
を
し
ま
す
。

・
重
量
作
業
が
少
な
い
た

め
女
性
や
高
齢
者
で
も

楽
に
栽
培
で
き
ま
す
。

２
．
作
型

注
文
の
際
は
実
際
に
植
え
付
け
る
畝

の
本
数
、
畝
間
と
長
さ
を
計
測
し
て

植
付
本
数
を
算
出
し
て
か
ら
苗
を
ご

注
文
く
だ
さ
い
。

（
不
明
な
点
は
指
導
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。）

・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
品
種
は

　
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
で
す
。

・
注
文
書
提
出
期
限

　

令
和
８
年
１
月
23
日
（
金
）
ま
で

・
注
文
書
提
出
先

　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
各
地
域
営
農
セ
ン
タ

ー
窓
口

◎
こ
れ
か
ら
の
注
意
事
項
。

こ
れ
か
ら
の
、
気
象
情
報
を
注
意
深

く
収
集
し
、
大
雪
等
の
自
然
災
害
に
備

え
て
農
業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
・

対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

販
売
代
金

（
売
上
）

７
５
０
０
束
×
１
１
２
．５
円

＝ 

84
万
円
程
度

品　
　

名

参
考
価
格（
税
込
）

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
苗

１
ト
レ
イ

（
１
０
０
本
補
償
）

４
４
７
７
円
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ジュース用トマト中信地区共進会で倉科農園（倭）が知事賞

創立６０周年記念企画「みんなで国消国産！秋の大収穫祭　直売所へ行こうキャンペーン」閉幕

刈り払い機安全操作を　農業女子が講習

　全農中信事業所ＪＡ園芸事業推進協議会ジュース用トマト部会は、松本市
で共進会の褒賞授与式と生産振興大会・栽培講習会を開催。ＪＡあづみは
生産者１０人と２団体が表彰を受け、㈱倉科農園（倭地区）が多収穫個人
の部の最優秀賞（長野県知事賞）に輝きました。
　入賞者は次の通り（敬称略）◇多出荷の部▽優秀賞＝小田多井農村夢
倶楽部（三田）優良賞＝飯沼竜也（西穂高）審査員特別賞＝丸山貴史（梓）
奨励賞＝務台康博（温）鹿川板金工業（三田）松田敬一（梓）◇多収穫個
人の部▽審査員特別賞＝小松智章（梓）奨励賞＝丸山富生（三郷）務台康
紀（同）◇多収穫地区の部▽優良賞＝梓地区　審査員特別賞＝三郷地区

　JA あづみは安曇野スイス村ハイジの里で「りんご祭り」
を開催し、創立 60 周年記念企画「みんなで国消国産 ! 秋の
大収穫祭　直売所へ行こうキャンペーン」を締めくくりま
した。贈答用のりんごをはじめ、旬の農産物を特価で販売。
愛媛・和歌山の JA 直売所から直送されたみかんの詰め放
題や、2000 円以上のお買い上げで安曇野産きのこセットを
プレゼントするなど県内外から多くの家族連れが訪れまし
た。

　長野県農協生産資材事業推進協議会農機専門部会中信支
部は、「JA 農業機械　農業女子応援講習会」を安曇野市で
開催しました。JA あづみ女性部員ら 11 人が参加し、エン
ジン式と電動式の刈り払い機の安全な作業方法を学びまし
た。農機メーカーの担当者の説明を受け、一人ずつ隣接す
る圃場で操作しました。担当者は、電動式はエンジン式に
劣らないパワーの強さがあり、起動や操作も簡単で、特に
女性に使いやすいと強調しました。

国消国産セミナー開催　野沢菜漬けに挑戦

ふれあい農園が最終回を迎える　農作業体験を通じて食と農への理解深める

「うんめえ漬け」人気のしょうゆ漬け　今年も販売始まる

　JA あづみ総務開発事業部総務課組織くみあい員センター
は安曇野スイス村ハイジの里食育ルームで国消国産セミナ
ーを開催しました。この日は当 JA のふれあい農園で採れた
野沢菜を使って、自宅でも簡単に作れる野沢菜の切り漬け
に挑戦。よく洗った野沢菜を適当な大きさに切り、調味料
を入れて揉み込みました。参加者たちは「自宅でも手軽に
野沢菜づけが作れそう。出来上がりが楽しみ」と話しました。

　JA あづみ青壮年部、女性部、農政協議会、コープなが
のなどが展開する「ふれあい農園」が最終回を迎えました。
農園は 5 月の中旬ごろから始まり、隔週土曜日に年間 16
回開催しました。この日は 14 家族 31 人が参加し、収穫し
た野沢菜を切り漬けにする作業を親子で体験。野沢菜の収
穫や味付けなどを協力して行いました。参加した親子は「子
どもたちと収穫の喜びを知ることができた。出来上がりが
待ち遠しい」と話しました。

　JA あづみ女性部西穂高支部の「牧大根プロジェクト」が
手掛ける信州の伝統野菜「牧大根」の漬け物「うんめえ漬
け（しょうゆ漬け）」の出荷作業が行われました。11 月中
旬から漬け込んだ約 90 キロの牧大根をパックに詰め、約
300 袋出荷しました。しょうゆ漬けの原料はプロジェクト
発足当時と変わらず、20 年にわたり味を守っています。各
種 1 袋税込み 550 円で、しょうゆ漬け（1 袋 200 グラム）
の丸漬けは 12 月中旬、ぬか漬けは来年の 2 月初旬頃の販
売を予定しています。

11月
21日

11月
26日

11月
27日

11月
29日

12月
3日

6月
１8日

11月
22～24日
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小筆を使った「自分の名前が上手に書ける筆文字講座」を初開催

「国際協力田運動」マリ共和国へ支援米

女性部烏川支部　畑で採れた大豆で醤油の実と豆腐作り

　JA あづみ総務開発事業部総務課組織くみあい員センター
は安曇野市の本所で「自分の名前が上手に書ける筆文字講
座」を初開催しました。松本蟻ケ崎高校書道部前顧問の大
澤逸山先生を講師に、長谷川澄代さんと小野ひろみさんを
アシスタントに迎え、小筆を使って名前を美しく書くコツ
を伝授しました。大澤先生は「最初からうまく書こうとせ
ず、実際に筆をとって 5 分でも書いてみることが上達の秘
訣」と話しました。

　JA 長野県グループが展開する「国際協力田運動」として JA あ
づみとコープながのは、安曇野市でアフリカ・マリ共和国への国
際協力田支援米の発送式を開きました。参加者は現地の言葉での
メッセージやイラストなどを米袋に書きました。マリ共和国は世
界最貧国の一つで、食料不足で飢餓が発生しています。支援米を
送ることで、紛争の予防や世界の食糧不足に苦しむ人々を救うこ
とにつながっていて、同 JA としてこの取り組みは 23 年目を迎
えました。

　ＪＡあづみ女性部烏川支部は、安曇野市のほりがね物産セン
ターで黒豆の醤油の実と豆腐作りを行いました。黒豆は今年の
６月頃に種まきしたものを１０月中旬に刈り取って乾燥させ、叩
いた実を取り出し、１２月３日に実の選別をしました。部員たちは
黒豆の蒸し作業や袋詰めを実施し、出来上がったものは同支部
員に１個４００円で販売。家庭ごとに醤油やみりん、甘酒などで
味付けして、風味や食感を堪能しました。

しめ縄作り今年も　新たな気持ちでお正月を迎えて

梓川ふれあいまつり　組合員や地域住民に日頃の感謝を伝える

ＪＡ虹のホールとよしな別館で初の写経体験会　心落ち着くひとときに

　JA あづみ女性部有明支部の有志 7 人で作る「縄の会」は、
有明新鮮市でしめ縄の作成と出荷作業を行いました。9 月
中旬から作業を始め、「ごぼう締め」や「お猪

ち ょ こ

口」、「うち
わ」の主力 3 品種のほかにも「たい締め」など 10 種類を
約 2000 個作成。藁は地元の生産組合に土地を借りて、部
員らが栽培しています。穂がつく前は、藁が軟らかいため
編みやすく、青色で見た目も綺麗に仕上がるため、7 月下
旬に刈り取りました。12 月下旬には有明新鮮市で、恒例の

「しめ縄市」を開き、正月飾りを販売しました。

　JA あづみ梓川支所は、松本市の JA 虹のホールあずさが
わで開所 5 周年を記念した「梓川ふれあいまつり」を開催
しました。会場には地元産のりんごやシクラメン、味噌な
どが並んだほか、同 JA 女性部倭支部による豚汁と赤飯の振
舞いも行われ、平日にもかかわらず約 200 人の来場者が訪
れる賑わいとなりました。梓川支所の袖山慎一支所長は「寒
空の中、平日にもかかわらず大勢の組合員の皆様にお出か
けいただき大変感謝している。今後も地域の活性化や組合
員の皆様の笑顔のために続けていきたい」と話しました。

　JAあづみと（株）長野エーコープサプライは安曇野市豊科
の JA 虹のホールとよしな別館で「写経体験会」を初めて開
きました。虹のホールに馴染みがない人でも気軽に立ち寄
り、地域住民とのコミュニケーションの場になって欲しい
という思いから開催が決まりました。参加者はお手本をも
とに写経を行い、1 時間ほど集中して書き進め、最後に家
内安全など自身の願いごとを書き記しました。

12月
6日

12月
6日

12月
9日

12月
12日

12月
12日

6月
１8日

12月
9～10日



「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部・女
性
部
」と

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部・女
性
部
」と

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
」が

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
」が

　
　
　
優
良
組
合
員
組
織
表
彰
を
受
賞

　
　
　
優
良
組
合
員
組
織
表
彰
を
受
賞

　
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部・女
性
部
と
Ｊ
Ａ

あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

あ
ん
し
ん
は
11
月
７
日
に
長
野
市
で
開
か
れ

た
、３
カ
年
計
画
実
践
交
流
集
会
で
「
令
和

７
年
度
に
じ
の
懸
け
橋
賞
」と「
令
和
７
年

度
優
良
組
合
員
顕
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

に
じ
の
懸
け
橋
賞

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部
と
女
性
部
は

コ
ー
プ
な
が
の
と
連
携
し
平
成
７
年
に

ふ
れ
あ
い
農
園
を
開
園
。
長
年
に
わ
た

る
生
産
者
と
消
費
者
の
協
同
活
動
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、
相
互
理
解
の
促
進
・

次
世
代
へ
の
食
農
教
育
に
も
大
き
く
貢

献
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
同
士
の
情
報
交
換
の
場
に
も

な
っ
て
い
て
協
同
組
合
理
念
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

実
践
報
告

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
西
山
直
美
理
事
か

ら
「
誰
も
が
活
躍
で
き
る
Ｊ
Ａ
を
目

指
し
て
～
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
に
お
け
る
取

組
報
告
」
と
題
し
実
践
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
の
現
況
や
女
性
参
画

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
共
有
。

あ
わ
せ
て
Ｊ
Ａ
組
織
運
営
の
女
性
参

画
の
推
進
を
目
指
し
た
事
例
発
表
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

顕
彰

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
は
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し
た

い
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
た
め
「
困

っ
た
時
は
お
互
い
様
」
の
精
神
で
支
え

合
い
、「
あ
し
た
あ
ん
し
ん
し
て
暮
ら
し

た
い
」
と
い
う
思
い
の
実
現
に
む
け
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
生
き
活
き
塾
」や「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、「
あ
ん
し
ん
広
場
」な
ど
活
動
は

多
岐
に
渡
り
ま
す
。

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部・女
性
部
」と

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部・女
性
部
」と

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
」が

「
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
」が

　
　
　
優
良
組
合
員
組
織
表
彰
を
受
賞

　
　
　
優
良
組
合
員
組
織
表
彰
を
受
賞



30
年
に
渡
り
生
産
者
と
消
費
者
の
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
に

　
安
曇
野
の
豊
か
な
農
業
を
次
世
代
へ

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
暮
ら
し
を

　
地
域
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
積
極
的
に
展
開

ふ
れ
あ
い
農
園
は
生
産
者
と
消
費
者
の
立
場
を
超
え
て
31
年
と
い
う
長
き
に
渡
り
活
動
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ

８
８
８
４
人
も
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
曇
野
市
堀
金
の
約
30
ア
ー
ル
の
畑
を
活
用
し
、
農
薬
を
ほ
ぼ
使
わ
ず
に
育
て
る
の
が
特
徴
。
消
費
者
自
ら
定
植
や

収
穫
体
験
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
新
鮮
な
農
作
物
が
食
卓
に
並
ぶ
ま
で
の「
苦
労
や
喜
び
」、「
安
心
・
安
全
」、「
国
消

国
産
」
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
を
契
機
に
今
後
も
コ
ー
プ
な
が
の
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
農
教
育
活

動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
は
、
平
成
10
年
3
月
に
新
設
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
福
祉
課

が
前
身
。
同
年
7
月
に
独
立
し
、
平
成
25
年
に
特
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
有
償
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
あ
ん
し
ん
広
場
」
の
2
本
柱
で
構
成
さ
れ
、
高
齢
者
宅
で
の
家
事
援
助
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
人
材
育
成
や
地
域
交
流
を
目
的
に
と
し
た
「
生
き
活
き
塾
」、
菜
の
花
や
ヒ
マ
ワ
リ
を
栽
培
し
、
食
用
油
を
管
内
の

学
校
給
食
に
提
供
す
る
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
生
き
が

い
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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すまいる情報チャンネル 季節を暮らしのエッセンスに

ＪＡ配達灯油安心トク得キャンペーン
★クミアイプロパンをご利用のお客様限定

【期間】　【期間】　令和8年２月末日まで令和8年２月末日まで
　JAあづみのプロパンガスをご利用のお客様に限り、
期間中、JAの配達灯油をご購入いただければ、その場
で通常価格より1ℓあたり2 円をお値引きいたします。
　さらに、JA「おまかせ灯油」会員にご入会いただく
と通年、一般配達価格より1ℓあたり3 円引き！

キャンペーン期間中

最大1ℓあたり5円引き�
※本キャンペーンの対象は個人のお客様に限らせて
いただきます。なお、値引き適用については、原則
として事前にお客様からのお申し込みが必要となり
ます。
　プロパンガスの検針票または、検針ハガキをご用
意のうえ、下記までご連絡お願いいたします。

灯油配送センター（☎72－7811）

新規おまかせ配送会員募集中 !!

令和8年2月末日まで
♬お得な灯油はJA灯油 !

冬の寒さ対策はいかがされますか ?

JAの「おまかせ配送会員」にご加入すれば

寒さ対策バッチリ、しかもお得です。

おまかせ配送会員にご加入の特典

１　おまかせ会員割引で灯油価格がお安く !

　　（一般配達価格より 3 円／ℓ値引き）

２　キャンペーン期間中にご入会された方は、2 月末まで、さらに

　　２円／ℓ値引き !

　　　「おまかせ配送」ってなぁ～に?

お客様のお宅にJAが灯油を定期的に配達するサービスです。
♥入会金、年会費など一切不要です。

♥灯油のホームタンク（一定量以上）をお持ちのお客様がご利用

いただけます。

♥お客様のタンク容量、使用量に合わせて定期的に配達しますので、

その都度電話で注文する手間がなくなります。（タンクが空にならないこ

とを保証するサービスではありません）

♥代金お支払いは JA 口座振替、または ENEOS クレジットカード決済でお

願いします。（現金でのお支払いはご遠慮下さい。）

♥ ENEOS カード（P を除く）でお支払いの場合、決算時に 1 円引き /ℓ

いたします。

灯油配送センター　☎0263-72-7811

これは便利

女
性
部
主
催

『
女
性
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』開
催
の
お
知
ら
せ

と
　
き
　

令
和
８
年
２
月
７
日
㈯　
10
時
～
14
時
40
分

と
こ
ろ
　
安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
大
ホ
ー
ル

内
　
容

　
＊
自
家
製
産
物
加
工
品
販
売
・
手
芸
展
示

＊
講
演

「
病
気
の
予
防
に
つ
な
が
る

　
　

 

食
事
と
運
動
と
は
？
」

　
久
田
　
直
子 

　
　（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
き
ょ
う
の
健
康
」キ
ャ
ス
タ
ー
）

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す

受
け
入
れ
可
能
な
食
品

　
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
、１
ヶ
月
以
上
あ
る
も
の
、未
開
封
の
も
の
、包
装

や
外
装
が
破
損
し
て
い
な
い
も
の
、生
鮮
食
品
以
外
の
常
温
保
存
で
き
る
も

の
、日
本
語
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。

※
女
性
部
員
の
方
の
み
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
総
務
開
発
事
業
部
総
務
課
女
性
部
事
務
局
ま
で

　
（
☎
０
２
６
３
‐
72
‐
２
９
３
０
）
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季節を暮らしのエッセンスにすまいる情報チャンネル

ATMなどのサービスの一時休止について

　ペット供養祭

現金のお引き出しはお早めに
お客様にはご不便をおかけし誠に申し訳ございませんが、あらかじめ現金をお引き出しいただく等のご準備をお願い申し上げます。
※ JA・店舗・ATM・提携金融機関によっては、ご利用可能日、ご利用可能時間およびご利用可能サービスが異なるため、上記スケ

ジュール以外にもサービスをご利用いただけない場合がございます。 詳しくは、窓口・ホームページ等でご確認ください。

　いつも JA バンクをご利用いただきありがとうございます。
　このたび JA バンクはお客様へのサービスや利便性の向上を目的としたシステム更改に伴い、誠に勝手
ながら ATM・JA ネットバンク等のサービスを一時休止させていただきます。
　ご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

（※）休止するサービス：	JA バンクの ATM、コンビニ等の ATM、JA ネットバンクサービス、
	 JA バンクアプリ、JA バンクアプリプラス、ジェイデビット等

休止日 休止時間 休止するサービス（※）
令和８年１月 11 日（日） 終日 全取引休止

令和８年１月 12 日（月・祝） 終日 全取引休止

令和８年１月 17 日（土） 21：00～24：00 全取引休止

令和８年１月 18 日（日） 00：00～08：00 全取引休止

一緒に過ごした家族の一員だから…感謝の気持ちを込めて
御寺院様の読経でご供養させていただきます。

令和8年令和8年22月月88日日日日
場　所 JA 虹のホールとよしな
受　付 午前 10：00～10：45
法　要 午前 11：00
　　　　　御寺院様による読経を行います。
供養料 1,000 円（長野県動物愛護センター（ハローアニマル）に

活動を支援するために寄付させていただきます）
●ご遺骨、お写真等、思い出の品をお持ちください。
●お持ちいただいた思い出の品等は、お持ち帰りください。
●お申し込み不要、JA虹のペットセレモニー以外で火葬された方もご参加いただけます。

当日は JA 虹のホールとよしなを見学いただけます。

（お問合せ先）
JAグループ
株式会社長野エーコープサプライ
JA虹のペットセレモニー

〒 399-0033　松本市大字笹賀 7600-5
電話受付時間　9：00～16：00

70120-200-695

来場者には粗品プレゼント
（先着 20 組）

大切なペットを亡くされた方へ



☛

12
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

NPOあんしんの会員になりませんか

今月はクリスマスを前に、イベントをいくつか用意しました。1 つ目は、職員が考え
た「大きなカブ」という劇で利用者の方も一緒に参加できるものにしました。最初は
戸惑っていましたが、やっていくうちに面白くなり、カブを抜く掛け声は、「ヨイショ、
ヨイショ！」とみなさんと元気よく言いました。

２つ目のイベントは、ハンドベルのボランティアの方を招いての演奏会です。みなさんが昔よく歌
った懐かしい曲を用意していただいたので、ベルの音に合わせて大きな声で歌いました。また、午後
のレクリエーションの時間を活用して野沢菜漬けを行いました。今年は、５kg 漬け、慣れた手つき
で「塩はどの位入れれば
いいの」、「私の家ではこ
んなやり方だったよ」な
どと話し合いながら食べ
られる時期を楽しみにし
ていました。

第3回あんしんの里「楡」の交流会を行いました。天気に恵まれ、イベントが重なる
時期にも関わらず、地域の方もたくさん来ていただき、賑やかに行う事が出来ました。
今年は「安曇野ひろし」さんをお呼びして、楽しいマジックショーとフラダンスを披露
していただきました。普段と違う雰囲気と華やかさに、利用者様も地域の方々も喜ばれ

ていました。利用者様が普段行っている体操や歌などを披露し、地域の方にも一緒に参加していただ
きながら、あんしんの里「楡」の日々の活動を知っていただきました。また、楡の畑で収穫した野菜、
利用者様と作った手作り味噌を使った豚汁を振る舞って、皆様にとても喜んでいただき、大盛況の交
流会となりました。

　特定非営利活動法人 JA あづみくらしの助け合いネットワーク“あんしん”では、「100 歳まで農作
業で、達者が一番」をモットーに、生きがいづくり、健康づくり、仲間づくりを目的とした各種事業
を展開しています。
　ぜひ会員となって、一緒に集い、学び、楽しみませんか。会員になると介護予防、フレイル予防、
健康づくりなど様々な事業に参加できるとともに、講座などで学ぶことができます。
　会員になるには、入会費 3,000 円（入会時のみ）、年会費 3,000 円（毎年度）が必要となります。
多くの皆様の入会をお待ちしております。



交通事故が
起きてしまったら

ガス廻りの
トラブルの時は

葬祭の
ご相談・ご案内

JA共済事故受付センター
（365日、24時間対応）
70120-258-931

JAあづみプロパンセンター
（365日、24時間対応）
70263-73-6860

JA葬祭あづみ
（365日、24時間対応）
70120-721-047 14

85

料理研究家　和田麻紀子

家 族 で 楽 し む お い し い 一 皿

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。
夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお

休みの日にもお気軽にお越し下さい。

① 干ししいたけは軽く洗い、浸るくらいの水に入れ、ラップ
をして電子レンジ（600W）で2分半加熱する。石突きを切り
落とし、食べやすい大きさに切る。戻した水は取って置く。
ハクサイは5cm幅のざく切りにしておく。

② 土鍋に①と干ししいたけの戻し汁、水1.2L（材料外）を入
れて火にかける。沸騰してきたら、食べやすい大きさにカ
ットした豚ばら、鶏もも肉をほぐしながら入れる。ごま油
を入れ、ふたをして30分煮る。

③ 別鍋で沸かした湯で戻した春雨と塩を鍋に入れ、一煮立ち
させる。味見して少し薄いくらいの塩味で仕上げる。

材料（4人分）

作り方

ハクサイ 	 1/2 玉
豚ばら薄切り肉 	 300g
鶏もも肉 	 1 枚
春雨 	 50g

干ししいたけ 	 25g
ごま油 	 大さじ 2
塩 	 大さじ 1

白菜の季節がやってきた！！　鍋で栄養を逃さずいただきます

ピェンロー(ハクサイと豚肉、鶏肉、春雨の中国風鍋)

とろとろハクサイと
肉のうま味が食欲そそる

薄味で仕上げ、食卓で各自味を
調えて楽しみます。ハクサイは
加熱で栄養が流れ出てしまい
ますが、鍋料理にしてスープも
味わうことで栄養を逃さずい
ただけます。

ポイント

●食卓でかんきつを搾ったり、塩や辛味を入れる
●ご飯を入れて雑炊にアレンジ

応募締切
1月20日㈫　必着

② メレンゲを作るときに使う道具
⑥ 鍋料理の締めにも使う麺
⑧ 晴れかなあ、雨かなあ
⑨ 牛、豚、鶏のものがよく流通しています
⑩ 令和8年の干支です
⑪ 歯ブラシにつけます
⑮ 自分の兄弟姉妹の息子
⑯ ダルメシアンは――模様の犬です
⑱ 書初め大会で――に選ばれた
⑳ 受験生が空欄に書き込んでいくもの
� 単位はアンペアです

① 正月に食べる、モチ入り汁物といえば
② どら焼きに挟み込まれているもの
③ おせち料理の定番の一品。卵が材料の
一つ

④ 交差、及第——
⑤ 右手が――、という人が多数派です
⑦ 本を読み終えること
⑩ ガラガラとのどを洗います
⑫ 旅立つ人の——に駅のホームまで行っ
た

⑬ ワラや木やレンガの家を建てる童話が
あります

⑭ 漢字で書くと百足。足の多い生き物です
⑰ 椅子のこと。ロッキング――
⑲ アルカリと混ぜると中和します
⑳ 焚くとよいかおりが広がります

応募総数 43通　
　当選者　安曇野市　横澤さん
　　　　　安曇野市　青栁さん
　　　　　安曇野市　臼居さん

A.12 月号の答え

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
ボ タ ン ナ ベ

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所日　　時 場　所

令和 8年
1月15日（木）9：00～15：00 穂高支所

1月17日（土）10：00～16：00 三郷支所

1月17日（土）10：00～16：00 豊科支所

2月18日（水）17：00～19：00 梓川支所

これまで親しまれてきたクロスワードパズルは、3月号をもって終了します。
4月号からは新しいパズルをスタート予定です。これまでご愛読いただきありがとうございま
した。新パズルにもぜひご期待ください。



JAキャッシュカードを
紛失されたときは

JAカードを
紛失された時は

JAバンクキャッシュカード紛失共同受付センター
（365日、24時間対応）
70120-024-040

NICOS盗難・紛失受付センター
（365日、24時間対応）
70120-159-67415

編　集　後　記

天秤座（9/23～10/23）

蠍　座（10/24～11/22）

射手座（11/23～12/21）

山羊座（12/22～1/19）

水瓶座（1/20～2/18）

魚　座（2/19～3/20）

牡羊座（3/21～4/19）

牡牛座（4/20～5/20）

双子座（5/21～6/21）

蟹　座（6/22～7/22）

獅子座（7/23～8/22）

乙女座（8/23～9/22）

1

緊張感を持って事に当たれば
道が開けます。一つ一つ丁寧
に前へ進めていきましょう。
下旬に変化の兆しあり

壁を越えるチャンスです。難
しいと感じていることにこそ
熱心に取り組んで。良い解決
策が見つかります

力になってくれる人は身近
に。相談すれば役立つ話を聞
けそうです。旅行、外出はい
つもより遠出を。海外も◎

コミュニケーションが活発
化。たくさんの人と会うほど
幸運に恵まれます。調べもの
や勉強にも良いときです

気になっていることがあって
も様子を見て。時間があなた
の味方をしてくれます。情報
をよく集めましょう

高め安定運。心配事が解消へ
と向かいます。おいしいもの
を食べて活力アップ！季節限
定のメニューを楽しんで

ドキッとすることのある吉凶
混合運。プラス面に目を向け
て。ポジティブ思考がツキを
引き寄せます。古物が吉

とてもパワフルな主役運。周囲
への影響を意識して動きましょ
う。大きな成果を得られます。
出会いを大切に

周囲の世話を焼くのは◎。た
だ見返りを求めるとギクシャ
クしだします。善意でできる
範囲にとどめましょう

上昇運です。順を追うように
整っていくので流れに任せ
て。周囲の言葉に耳を傾ける
とチャンスをつかめます

勢いのある好調運。実力をア
ピールすれば念願がかないま
す。すぐには諦めず強気で。
華やかな場所にツキあり

望んでいた方向へと歩み出す
ことができるとき。決意を持
って事に当たりましょう。助
けになってくれる人も近くに

スクラム 12月19日現在

〈12月26日開催〉
●令和 8 年度事業計画樹立方針について

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 717

理事会報告

　新しい年が始まりました。寒さの厳しい日が
続きますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。
本年も、身近に感じていただけるような現場の
話題や役立つ情報をお届けしていきたいと思い
ます。どうぞ 2026 年もよろしく
お願いいたします。　　（Ｙ・Ｆ）
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電子メールで口座番号・暗証番号などを回答しないでください

JAバンクでは、お客さまに関する情報やお取引目的などを定期的に確認しておりますが、

電子メールを経由して、口座番号・暗証番号などを聞き出すことは絶対にありません。

そのメール
詐欺の可能性があります

フィッシング詐欺

ちょっと待
って!



穂高地区 　　北穂高 ふれあいセンター　  穂高北穂高 1794-1

　日頃より、ＪＡあづみをご利用いただき、誠にありがとうございます。
このたび、下記の「ＡＴＭ営業終了」 と 「一部ＡＴＭの営業日変更」をさせて
いただくこととなりました。お客様には大変ご不便をおかけし誠に申し訳ございませんが
何卒ご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　また、今後につきましては 近隣のＪＡ各ＡＴＭまたは コンビニエンスストア 等の
提携金融機関ＡＴＭのご利用をお願いいたします。

 １. 営業終了ＡＴＭ  終了日時 ： ２０２６年２月２０日（金） １３：００ まで

地　区 対象ＡＴＭ 住　所（安曇野市）

堀金地区 　　三　田 ふれあいセンター　  堀金三田 970-3

豊科地区
　　上川手 ふれあいセンター  豊科田沢 4893-4
　　高　家 ふれあいセンター  豊科高家 807-5
　　安   曇   野   市   役   所  豊科 6000（安曇野市役所本庁舎内）

三郷地区 　　明　盛 ふれあいセンター  三郷明盛 1361-1

 ２. 営業日変更ＡＴＭ  変 更 日 ： ２０２６年３月２日（月）　

■ 長野県ＪＡバンク『 優遇プログラム 』について

対象ＡＴＭ 変更内容 変更後営業時間
　大野川ふれあいセンター

土日・祝日の営業を終了 平日のみ  9：00～18：00
　奈　川ふれあいセンター

■ ＪＡのキャッシュカードでお取引ができる提携金融機関ＡＴＭ

　コンビニＡＴＭ（セブン銀行・イーネット・ローソン銀行）、ゆうちょ銀行、三菱UFJ銀行
　他提携金融機関（銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫など）
 ※ご利用いただくＡＴＭによって、別途手数料がかかる場合がございますのでご注意ください。

・豊科支所  ☎ 72-2840 ・三郷支所  ☎ 77-2066 ・梓川支所  ☎ 78-3022
・本所貯金課 ☎72-2936

　お客様のお取引状況等をポイント化し、毎月末時点の合計ポイントに応じて翌月25日から
　翌々月24日までの1ケ月間コンビニＡＴＭの入出金手数料が2回まで無料となります。
 ※ポイントの詳細、無料となる条件等は各店舗へご確認ください。

　◆本件にかかるお問合わせは下記の各店舗までお気軽にお問合わせください。

・穂高支所  ☎ 82-3115 ・有明出張所 ☎83-2211 ・堀金支所  ☎ 72-2910

2025.11

ＪＡあづみをご利用のお客様へ

ＡＴＭ営業終了と

営業日変更について
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